イギリス産業革命と19世紀医療衛生政策 : ナイチンゲールの業績への社会政策的評価 by 加藤 文子 & カトウ アヤコ
加藤 文子：イギリス産業革命と 19 世紀医療衛生政策 
 









































                                 
 












加 藤 文 子
実践女子大学人間社会学部
実践女子大学人間社会学部 紀要 第六集 
 
－ 178 － 
 
Ⅰ 産業革命と 19世紀イギリス都市 
 
１．産業革命という流れ 


















みておこう。1801 年に第１回センサスが行われて以後 10 年おきに人口動態ほかのデータが数量
的に得られるようになったので、多くの動向を参照することが可能である8。グレイトブリテンの
総人口は1801年の1068万人から1901年には3,709万人へと実に1世紀間に３倍以上にも増加し




4 G･M･ヤング『ある時代の肖像―ヴィクトリア朝イングランド―』p.33 以下（ミネルヴァ書房、2006 年）。
なお、持てる階級には従来からの支配階級である貴族・地主階級と産業資本家・工場主・商人・銀行家等
の新興ブルジョワ階級のふたつが含まれる。 




8 第 1 回センサス以前は教区を単位とした散発的調査が多く、資料としては不完全であるが教区簿冊をもと
にした人口推計が有効とされる。初期のセンサスは若干の過小計算があるという（R･ロートン｢人口｣以下。 
  J･ラングトン＆R･J･モリス編『イギリス産業革命地図』p.10 原書房、1989 年）。リグリィ＆スコフィール
ドを始めとする人口統計に関する研究の動向については B･R･ミッチェル編（犬井正監訳・中村壽男訳）『イ
ギリス歴史統計』p.1 以下(原書房、1995 年)の解説ほかを参照されたい。なお、本稿に関連する人口統計
についても同書 p.10 以下が詳しい。 
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 旧州別に人口動態を見ると、1801 年突出しているのはロンドンのおよそ 96 万人であり次いで
ランカシャの 67 万人、ヨークシャ（ウェストライディング）の 59 万人となる。25 万人前後のと
ころもいくつかあり、デヴォンシャの 34万人・ノーフォークとサマセットの 27万人・ケントの
26万人などがあげられる。それらの州について1851年と1901年の変化を追うとロンドンでは236
万人から 453 万人へ、ランカシャでは 203 万人から 437 万人、ヨークシャでは 137 万人から 284
万人へと著しく成長している。これに対しその他の州は 1901 年時点をみてもデヴォン 66 万人・













能なものではないとされる13。そのことを前提に数字を示すと 1801 年時点で農業関連は 66 万世
帯で全体の 30％、工業関連は 54 万世帯で 25％である。貧困者および浮浪者世帯は 44 万世帯で
20％にあたる。1851 年時点では農林水産業従事者は男 182 万人（男総就業者数中 28％）女 23 万
人（女総就業者数中８％）計 205 万人（全就業者数中 22％）、工業従事者14は男 323 万人（49％）
                                 
 




10 前掲註 3、p.57 参照。 
11 前掲註 8、ミッチェル編『イギリス歴史統計』p.30 以下参照。 
12 前掲註 8、ロートン ｢人口｣ ラングトン ＆ モリス編『イギリス産業革命地図』p.10 以下 
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女 127 万人（45％）計 451 万人（48％）、非就業者は男 104 万人女 519 万人となる。1901 年時点
では農林水産業は男 139 万人（12％）女６万人（１％）計 146 万人（８％）、工業は男 621 万人（54％）





 また、19 世紀イギリスの経済成長についてみると国民総所得は 1801 年には２億 3,200 万ポン























                                 
 
15 これらの数値は註 14 同様に、同上書 p.102 以下の数値をもとに筆者が分類に該当するものを合算して示し
たものである。 
16 P. Deane and W.A.Cole , British Economic Growth, 1688- 1959 (Cambridge, 1962), p.166。なお前掲註 11､ p.822
にも同統計が記載されておりこちらも参照されたい。 
17 前掲註 3、p.173 以下。 
加藤 文子：イギリス産業革命と 19 世紀医療衛生政策 
 



























者数、とりわけ就労可能年齢たる 20 歳未満から 60 歳にかけてのそれが 3,000 人から 5,000 人超
であり諸他の地域の数百から多くとも 1,000 人程度というのに比べて著しく高い22ものとなって
いる。また平均寿命もマンチェスターの職工・労働者ならびにその家族の場合 17 歳ときわめて短
                                 
 
18 ケロウ・チェズニ 『ーヴィクトリア朝の下層社会』(植松靖夫･中坪千夏子訳)p.10 以下(高階書店、1991 年)
より抜粋。当時の労働者の生活についてはヘンリー・メイヒュー『ロンドン路地裏の生活史(上・下)』植
松靖夫訳(原書房、1992 年)ほか多くの文献があるので参照されたい。 
19 前掲註 4、p.35。 
20 クリステン・ヒューズ著『19 世紀イギリスの日常生活』（植松靖夫訳）p.156 参照（松柏社、1999 年）。同
書第 10 章労働者階級の項にもいくつかの具体的な労働の様子が示されている。 
21 前掲註 3、p.173。 
22 武居良明「イギリス産業革命期における公衆衛生問題」（社会経済史学 40 巻 3号、1974 年）p.314 参照。 
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Ⅱ イギリスにおける 19世紀医療衛生改革 




























地区における衛生改革の展開」(三田学会雑誌 84 巻 4号) p.243 参照。 
25 前掲註 22、p.314。 
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26 前掲註 4、p.40 参照。 
27 キャサリーン･ジョーンズ『イギリス社会政策の形成―1830 年～1990 年』(美馬孝人訳) p.33（梓出版社、
1997 年）。この説はロンドン熱病病院の医者でありベンタムの近くで働きその思想や原理の多くを吸収し
ていた Dr. Southwood. Smith の実務経験により1830年に論文にされている。詳しくは同書 p.232註 3）参照。 
28 同上書、p.34。 
29 前掲註 4、p.61 参照。 
30 前掲註 27、p.36 以下参照。 
31 前掲註 22、p.316 以下参照。 
32 ヘンリー・メイヒュー『ヴィクトリア朝ロンドンの下層社会』(松村昌家・新野緑編訳) p.1 以下「バーモ
ンジーのコレラ汚染地区」(ミネルヴァ書房、2009 年)ほかを参照すると当時の下水設備がいかに貧相で
あったか、そして住民の健康がいかに害されていたかを知ることができる。 
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33 菅一城「ケンブリッジの上水道事業：地方自治からみるヴィクトリア中期衛生改革」p.744(三田学会雑誌
95 巻 4号、2003 年)ほか参照。19 世紀中葉におけるイギリスの衛生改革については本稿に引用した文献以
外にも武居良明「公衆衛生問題を通じてみた 19 世紀イギリスの行政改革」(社会経済史学 42 巻 2号、1976





35 同上書、p.249 以下参照。 
36 同上書、p.252 参照。 
37 同上書、p.254 以下参照。 
38 同上書、p.262 参照。その他ヴィクトリア期の水道整備に関する論文としては永島剛「ヴィクトリア時代ロ
ンドン・ハックニー地区における衛生改革の展開」(三田学会雑誌 84 巻 4号)、同「ヴィクトリア時代ブラ
イトン市における衛生環境改革事業の展開」(三田学会雑誌 94 巻 3号)、菅一城「ケンブリッジの上水道事
業：地方政治からみるヴィクトリア中期衛生改革」(三田学会雑誌 95 巻 4号)などがある。 
39 村岡健次「プロフェッショナリズムの成立」『ヴィクトリア時代の政治と社会』p.227 以下（ミネルヴァ書
房、1980 年）参照。 
40 以下、プロフェッション化の過程について同上書 p.235 以下より引用。 
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医（General Practitioner：以下 GP）たちである。GP の法的資格をいかに確立するかという運動が
1858 年医師法となって結実することで、この問題は一応の解決をみる。なぜこうした改革が必要
となったのかについて簡単に概観する45。 








                                 
 
41 Professional Etiquette, Cornhill Magazine, vol. 8, 1863, pp.101-11. 





44 同上書 p.255。 
45 本稿では 19 世紀までの医療法史につき同上書 p.259 以下から必要部分を要約し引用するものとする。 
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うなこともあり、こういった人々が無資格のまま謝礼を受けて経験だけで民間治療を行う不正規
医となることも多々あった。 







正規医については 1542 年の法律（34&35 Henry Ⅷ, c. 8）によって薬用根菜と薬用水についての知
識を持つものは誰でも、外傷のための薬の処方、薬草と軟膏による傷の治療のほか各種の病気の
治療を行ってもよく、それにより訴えられないとされ、ますます増大した。 






















ではなかったため 19 世紀に入って新たな規制が設けられていった。すなわち 19世紀における医
療改革がそれにあたる。主要なものを取り上げれば、1800 年ロンドン王立外科医協会の設立がま
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46 黒崎周一「ヴィクトリア朝中期における医師の専門化と衛生医務官｣(駿大史学第 137 号、2009 年)p.29 以
下参照。 








それを回収しなければならなかった。これについては L. S. King, The Medical World of the Eighteenth Century, 
1958, pp.18-22 ほかを参照。 
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51 L･セーマー『フロレンス・ナイチンゲール』湯槇ます訳（メヂカルフレンド社、1965 年）p.1 以下参照。
L･ストレイチー『ヴィクトリア朝偉人伝』(みすず書房、2008 年)に代表される多くのナイチンゲール伝が
その事実を書いている。 
52 サー･エドワード･クック『ナイティンゲール[その生涯と思想]Ⅰ』(時空出版、1993 年) p.3。 
53 吉岡修一郎『もうひとりのナイチンゲール―誤解されてきたその生涯』(医学書院、1966 年) p.1 以下参照。 
54 同上書、p.1 以下。 
55 前掲註 52、クック全 3巻では彼女の活動を年代順・項目別にまとめて記してある。ここではそれを参照し
簡単に紹介した。 
56 三ツ山井子「『看護覚え書』の背景にある 19 世紀イギリスの労働者階級の住生活」（順天堂医療短期大学紀
要 4巻）p.83 参照。 
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57 前掲註 52,55、クック第Ⅲ巻 p.1 以下参照。 
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63 前掲註 61、ストレイチー、p.12 によればガヴァネスなどの教養ある貧しい女性への医療と住居の提供を目
的とした施設。シドニー・ハーバートの妻であるエリザベス・ハーバートがこの慈善施設の委員をしてお
り、ナイチンゲールが総責任者になれるよう手配してくれた。ヒュー・スモール『ナイチンゲール 神話と




2003 年) p.ⅸ)もある。 
実践女子大学人間社会学部 紀要 第六集 
 
－ 192 － 
備品を整え講習や講義も始めた。さらにはクリミア半島にある野戦病院の視察の仕事も行った。
彼女の仕事を快く思わない人々もいたが、強い意志と行動力と多くの人の支えで仕事をやり遂げ、


























                                 
 
65 スモール、同上書 p.105 以下参照。 
66 同上書 p.85 以下参照。 
67 同上書 p.105。 
68 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.4 参照。 




71 補助委員会の活動内容につき、同上書 p.53 以下参照。 
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73 クック、前掲註 52,55、第Ⅱ巻 p.47 参照。 
74 同上書 p.136 参照。 





高いからである」と述べている(『ナイチンゲール著作集第 2巻』「病院覚え書第 3版」（現代社、1974 年）
p.185 参照)。 
76 鈴木敏司「フロレンス・ナイチンゲールの著書『病院覚え書』に関する研究(その 3)―歴史的背景からみ




78 前掲註 76、鈴木 p.544。 
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79 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.136 以下参照。 
80 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.140 以下参照。 
81 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.164 以下参照。 
82 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.165 以下参照。 
83 「病人の看護と健康を守る看護」『ナイチンゲール著作集第 2巻』p.126（現代社、1974 年）。 
84 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.190 以下参照。なお、正規の指導時間のほかに読み書きを教える時間も設けられ
た。 
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86 この項に関しては、クック、前掲書第Ⅲ巻第 6部第 1章「救貧院の改革」を参照した。 
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２．社会政策的
．


































                                 
 
87 本田克也･浅野昌充･神庭純子『統計学という名の魔法の杖―看護のための弁証的統計学入門―』(現代社
白鳳新書 17、2003 年) p.37 参照。ナイチンゲールはイギリスにおいて統計学者としてもその優れた業績を
評価されている。詳しくは多尾清子『統計学者としてのナイチンゲール』(医学書院、1991 年)ほかを参照
されたい。 
88 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.151 以下参照。 
89 クック、前掲書第Ⅱ巻 p.151 以下参照。 
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何を依頼するのがよいかを的確に判断し、それを実行に移すだけの人脈を持っていた。政策実行
の人脈については誰もが持ち合わせるものでないが、その実現に向けてどのような段階を踏むこ
とが必要か、企画立案から議会提出までじつに緻密に考え抜かれている。さらに計画が途中で挫
折した場合の方向転換についてもすばらしく迅速に行う思考の柔軟性と視野の広さを持ち合わせ
ており、このことは現在の政策立案実践過程において学ばなければならない点が多い。 
 さらに対立する相手の意見を冷静に受け止め、その分析もじつに明晰である。その上さまざま
な改革において費用の点についても考慮しており、これらの点からみて彼女の改革は概ねすぐれ
て社会政策的
．
であったと結論付けることができよう。ただ、あまりに自己の信ずるところに忠実
に独断で多くのことを進めたきらいはあるが、それも当時の世論の後押しと時代の必要を見極め
た改革であり、多くの識者の意見を参考にした上で構成されていたことからほとんど非難されて
はいない。 
 以上にみてきたようにイギリス産業革命期におけるナイチンゲールの改革には現在も必要とさ
れる社会政策的
．
要素が多々ちりばめられており、今後は機会をみてその詳細を検討したい。 
 
 
 
